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「食事ができるまでに色々な人が関わっていることを実感した」と答えて 

くれた人が215人いました。「調理員さんの愛情を感じた」人、「ご飯や

料理を大事に食べるようになった」人、「給食を清潔に配ろうと思うようになった」という人も、たくさ

んいました。「食事は瞬時に出てくるものではないことを実感して、大事に食べてほしい」「料理の作り

方を何となくでも知って、自立した時に役立ててほしい」と願いを込めて動画を作っているので、給食

の作り方や、料理、食べ物に興味をもってくれた人がたくさんいるのも嬉しかったです。 

23日は 

令 和 ４ 年 １ １ 月 号 

長岡京市立長岡第二中学校 

栄養教諭  上田麻理子 

勤労感謝の日は、働くことを大事にしながら、

人々の労働によって生まれるものや働く人に感

謝をする日です。「食事ができるまでにたくさん

の人が関わっている」と知ることができたみな

さんは、実感をもって「ありがたい」と感じるこ

とができると思います。 

勤労感謝の日はもちろん、食事の度に「ありが

とう」の気持ちを込めて「いただきます」といえ

るようになれば、心豊かな感性が身についてい

きます。食事を大事に食べて、心も体も豊かに、

健やかに育ってほしいです。 

 

食事のあいさつに込められた思いとは… 

11月 24日は「和食の日」 
 

給食の動画から感じたことは… 

文化祭、お疲れさまでした。合唱も演劇も表舞台に立っていた 

人も、裏方で支えていた人もそれぞれの立場でみなさんの輝きを感じました。 

鑑賞している側も、応援するような手拍子があったり、呼びかけに答えたり、とても温か 

い雰囲気でしたね。 

さて、大きな行事が終わりホッとした時に、疲れが出てきたり、体調を崩したりすることがよく

あります。一日の気温の変化も大きいので、体調を崩しやすいです。 

身体に良いものをすすんで食べたり、生活習慣を整えるなどしましょう。 

その日の給食が作られる様子を、給食時間に見てもらっていますね。その取り組みに関して、1 学

期の食生活アンケートで「給食の動画を見るようになって・・・」という質問をしました。みなさんは、動

画を通してどのようなことを感じていたのでしょう。結果は下のグラフです。 

食事ができるまでに… 
「食事ができるまでに色々な人が関わっていることを実感した」と答えてくれた人がたくさんいましたが、

実際にどのような人が、食事ができるまでに関わっているのでしょう？ 

健康を願いながら 

献立を考える栄養士、 

献立を基に、おいしく

料理する調理員 

農業、漁業、畜産業など

食べ物を育てたり、とった 

りする生産者 

食べ物を運ぶ運送業

者や、食品などを売る

お店屋さん 

ｓ想像が及ぶ範囲でも、たくさん関わってくれています

ね。 

日本には、豊かな自然があり、各地で地域に根差した多様な食材を

生かした料理が作られてきました。そして、一汁三菜を基本とした栄養

バランスの良い食事が日本人の健康を支えてきました。 

また、季節の食材から四季の移ろいを感じたり、正月や節分、ひな祭り

など年中行事にも深い関りをもった食事があります。 

           11 月 24 日の「和食の日」には、和食のおいしさを支える「だし」を使った

料理を、全国の多くの学校給食で味わう取組が実施されます。 

この日、本校は期末テスト中で給食がないので、前の週の17日に削り節と

昆布でとった「だし」を味わってもらいます。 

すごくおいしいので、楽しみにしていてくださいね。 

食事ができるまでに、
色々な人が関わって 
いることを実感した 


